
 

 

 

 

 

 
 

 
段々と暖かい日が増え、梅雨入りを迎えようとしています。雨の降る日が増え、紫陽花の花が街並みに彩を加える 

準備をしています。梅雨が明ければ本格的な夏の暑さの到来です。6 月は湿度が高く朝晩と日中の寒暖差があり、 
体調を崩しやすい時期でもあります。コロナ感染者も減少傾向ですが、今後も予断を許さない状況です。あさがお 

では隔週で全員(協力業者含む)の PCR 検査を実施しています。今後も安心して、元気にあさがおにおいで下さい。 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 介護老人保健施設 あさがお 

  通所リハビリテーション 

あさがお通信 
令和 4年 6月  第 155号 

 〒336-0974 

 埼玉県さいたま市緑区大崎 3385-1 

 ℡048-878-7188  Fax 048-878-7166 

 http://www.une-fleur.or.jp 

※あさがお通信の配布、掲示に関し、掲載されている全てのご利用者様の同意を得ております 

 

 

 

5 月 13 日（金）14 日(土)に、5 月の 

誕生日会を行いました。 

今月は 18 名の方が誕生日を迎えられました。 

おめでとうございます！！ 

いつまでもお元気にお過ごし下さい 

 

 ☆ 誕生日会   6 月 17 日(金) 18 日(土)  

  

リハビリテーション＆ご利用者様の声 
利用者 C1 様 女性 85 歳  

利用 4 年 11 ヶ月目 

約 5 年前に転倒にて胸椎圧迫骨折を患い、手術を行うために入院

した既往がある。また、以前に腰部脊柱管狭窄症の治療も行った経

験がある。病院にて集中的にリハビリを行い、歩行器を使用して少

しずつ移動を行うことができるようになった。退院後も腰の痛みが

強く残り、膝折れがみられ、歩行状態とバランスも安定しない状態

であった。自宅で生活を続けてほしいとの家族の希望があり、主治

医の勧めもあったことから、リハビリを継続し、歩行状態と日常生

活動作の安定を図るためにあさがおの利用を開始した。 

利用開始からしばらくは歩行状態が安定しなく、転倒リスクも高

い状態が長く続いた。少しずつリハビリの効果が表れ筋力も付き、

回復の兆候がみえてきた。現在は集中的にリハビリを行った成果も

あり、自宅では杖、あさがお内は歩行器にて移動を行い、日常生活

動作も安定している。リハビリを行った後は調子が良い。年間通し

て少しの体調変化はみられるが、家族の支援を受けながら自宅にて

生活を維持できている。 

目標は『現在の状態を維持し、杖だけで歩行する』ことだ。リハ

ビリ内容は歩行訓練と筋力トレーニングをメインに行っている。リ

ハビリメニューは平行棒、ゴムバンドを使った筋力トレーニング、

棒の上げ下ろしによる上肢の可動域訓練、外に出ての歩行訓練、作

業療法(ペグボード等の指先の可動訓練)も行っている。これからも

リハビリ内容を療法士と相談し、積極的に取り組みたい。読書が趣

味であり、いつまでも自分で本のページをめくって読書を楽しみた

い思いがあり、指先可動域訓練も大事にしている。今後も筋力と体

力の維持向上を図り、家族と共に生活を続けていきたい。 

 

作成期間 3 月 7 日(月)～3 月 19 日(土) 「ペットボトルキャップと毛糸で作る犬の

人形」の作成を行いました。ペットボトルのキャップを 3 つテープで貼り合わせて連

結しています。好きな色の毛糸を選び、連結したキャップの回りにボンドを付け、毛

糸を巻き付けて体の部分を作成しています。足の部分は小さな毛糸のボンボンを 4 つ

作成して固定しました。顔とシッポは毛糸を結んで作成し、ビーズなどで装飾して仕

上げています。毛糸を巻き付ける作業は手元が滑ってしまい、難しく作業が難航しま

した。ボンボンを綺麗に成形するためには、ハサミで細かな作業をする必要がありま

す。指先を多く使うことができ、集中力も鍛えられました。ハサミを多く使い、道具

を扱う練習も行うことができました。可愛いらしい仕上がりになっています。 

作成期間 3 月 21 日(月)～4 月 2 日(土) 「リースの部屋飾り」の作成を行いました。

ダンボールを切り抜き、型紙の作成を行っています。丸い型紙に色とりどりの毛糸を

巻き付け、フェルトで作ったお花やネームプレートを貼り付け、レースなどで装飾を

行って仕上げています。毛糸を巻き付ける作業は強い力が必要であり、難しい作業で

した。利用者様同士で協力して作業を行い仕上げました。フェルトを切って飾りを作

成する作業は細かく難航しました。細かな作業は集中力も必要であり、普段のリハビ

リ(作業療法)や指先の筋力トレーニングの成果を試す良い機会となりました。色鮮や

かで綺麗な作品に仕上がっています。 


